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hat is JST

?
　科学は自然界のものごとを理解す
るために必要な知恵です。科学の考
え方は社会でも使われています。皆さ
んの科学や物づくりへの関心が高まる
ように、わたしたちは科学技術の情報
を楽しく伝えます。
　テレビ番組の放送、Webコンテン
ツの提供、科学館の展示…。科学館
の展示には説明者もつけます。地方
の科学館の活動を支援します。
　教育が大事です。科学を大事にし
てくれる学校を集中的に支援します。
新しい教材、デジタル教材を開発して
先生に使ってもらいます。科学を楽し
む活動を応援します。科学者が市民と
語ることを支援します。
　最先端の科学技術を理解するため
には手伝ってくれる人も必要です。多
くの人たちが科学に関心を持ってもら
えるように、このような盛りだくさん
のことを私たちは行っています。

JSTの科学技術理解増進
Japan Science and Technology Agency

日本科学未来館で特別企画展「恋愛物語─どうして
一人ではいられないの？」が開かれている。恋を解き
明かすサイエンスが新鮮な視点を提供してくれる。
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People

女性の力を生かす
日本の女性研究者の割合はOECD諸国の中で最低で、理工系ではわずか4%。
この事実をもっと深刻に受け止めるべきだと米沢富美子博士は訴える。女性の力が、これからの科学には必要だ。
若者、とりわけ女性をもっと科学の場に。世界物理年をその契機にしたいと語る。

たサマーズ発言だが、日本ではあま
り話題にならなかった。日本の女性
研究者の割合はOECD諸国の中で
最低、という背景には、そんな精神
的土壌があると感じている。
　なぜ、これほどまでに、日本は女
性研究者が少ないのか。日本人女性
として初めて講演した仏科学アカ
デミーも、女性会員を認めたのは
1978年。日本は、86年に男女雇用
均等法もでき、制度的には整ってい
る。それだけに、いっそう根が深い。
　「女性の側も、女は科学はだめと、
何世代にもわたって教育の中で刷り
込まれた結果、心の中で線を引き、
科学を選択肢の外に置いていること
も多いのではないか」
　研究で成果が出る20～30代前半
が、妊娠・出産と重なることもある。
　「育児休暇をとられると損をする
といった近視眼的な考えではなく、
女性の力を生かさないことこそ、大
きな損失だと気づくべきです。科学
にとって、女性の力は必要です」
　少子化で、女性は家庭に、といっ
た論調があるのも気がかりだ。
　「少子化を憂えるなら、男性が育
児休暇をとっても変人扱いされない
社会、子供たちを社会で育てる社会、
そして女性に勇気を与えるような社
会にすることこそが大切です」
　慶応大学を定年退職して1年、自
宅に若い研究者を招いては議論する
日々だ。夢が二つある。
　「まず、重力も含めた4つの力の
統一理論ができるのを見届けるこ
と。そして、21世紀は、物理や化学、
生物学といった既存の学問がインテ
グレートされた形で生命という複雑
系に挑む世紀になる。そこに積極的
にかかわっていきたい」
 （朝日新聞論説委員　辻篤子）

米沢富美子 
慶應義塾大学名誉教授

　世界物理年の今年、物理学者であ
る米沢富美子さんは、アモルファス
研究でのユネスコ・ロレアル女性科
学賞の受賞が重なり、例年にもまし
て発言を求められる機会が多い。厭
うことなく、日本列島を北から南、
そして高校生に小学生に、物理につ
いて、女性と科学について、メッセ
ージを発し続ける。
　世界物理年といっても、決してお
祭り気分ではないからだという。
　「若い人の理科離れが世界的に起
きており、強い危機感を持っていま
す。イベントを通して、若い人、と
りわけ女性に興味を持ってもらい、
できればこの分野に進んでほしい」
　女性として初の日本物理学会長も
務めた。もっともっと多くの女性に
後に続いてほしいと思っている。
　パリでのロレアル賞授賞式では、
サマーズ米ハーバード大学長の「女
性は生まれつき科学に向いてない」
という趣旨の発言を念頭に、「女性の
直感と辛抱強さは、本来科学者に向
いている」と述べ、喝采を浴びた。
　世界的に大きな議論を巻き起こし
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物理学の新たな地平を求めて
今年は国連が定めた「世界物理年」である。
我が国でも、日本物理学会をはじめとする諸学会にJSTなども加わって世界物理年日本委員会が組織され、
さまざまな活動を展開している。
4月23、24日には、その中でも最大の「春のイベント」が東京で開催され、活動は佳境に入った。

　今年は、アインシュタインが現代
物理学の基礎となる3大理論を発表
してからちょうど100年にあたる。こ
れを記念して国連は、今年を「世界物
理年」と定め、物理学、ひいては科学
の重要性を認識するとともに、さま
ざまな啓蒙活動を行おうという決議
をした。
　物理学にとってお祝いの年だと、
日本委員会の有馬朗人会長（日本科
学技術振興財団会長）はいう。しかし、
その言葉の裏には、世界的な「物理離
れ」への危機感も潜んでいる。
　「物理現象は、条件を整えて測定
すれば再現性のある結果が得やすい。
このため、物理学は自然現象を定量
化し、体系的に理解するという意味
での『精密化』を、他の分野より早く
達成することができました。前世紀
までに、物体の運動の記述、物質の
究極の構造の解明といった目覚まし
い成果をあげています。しかし、最
近では、精密化をさらに進めるのが
難しい段階に達し、いわば『専門家の
学問』となった。それで、一般の方と
の間に距離ができてしまったのです」

科学と技術は
人類の未来のために
　「物理・ひと・未来」をテーマとし
た「春のイベント」は、こうした危機
感と人類が直面する問題点とを意識
し、物理学、ひいては科学が今後
どんな方向をめざすのかを訴えるも
のとなった。23日午前中の記念式
典では、J. フリードマン、S. チュー、
楊
ヤンチェンニン

振寧の3人のノーベル賞物理学者
から物理学の今後の方向やさまざま
な応用の可能性が語られたが、その
後、こうした式典では異色ともいえ
る「科学と技術、地球環境と人類の未
来のための東京宣言」が採択されたの
である。
　東京宣言は、文明の進歩の中で
科学と技術の重要性が増しているに
もかかわらず市民生活から乖離して
いるという現状を踏まえ、人類の未
来のために科学と技術を新しい時代
にふさわしい形に作り上げると共に、
それをすべての人が共有し、次世代
に伝えていこうと呼びかけている（全
文 は http://www.wyp2005.jp/に 掲
載）。

Special R
eport

「春のイベント」であいさつをする有馬朗人日本委員
会会長。

「東京宣言」を読み上げる北原和夫日本委員会運営委
員長。
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　1905年、26歳のアインシュタインは光電効果を説明した光量
子論、ブラウン運動の理論、特殊相対性理論を発表した。光量

もう一度アインシュタインを
らしい業績を生み出したのです。世界物理年を機に、われわれ
科学者は、彼のような情熱をもっているかどうかを振り返るべ

ユネスコで開かれた世界物理年開始イベントのようす。

世界物理年のロゴ。相対性理論のシンボルである光円錐を示している。われ
われの知る世界はこの2つの円錐の中にあり、円錐のつなぎ目が「現在」である。

きだと思いますね」
　アインシュタインに学ぶべき
ことは他にもあるという。「彼は
1922年11月に来日して43日間
滞在しましたが、その間、非常
に多くの講演を行っています。
一般の人に科学を伝えるため
に、身を粉にしたのです。最
近は、科学が複雑になる一方
で、すぐに実用化されるように
もなったため、一般の人から科
学が遠くなってしまいました。
また、物事を原理原則からでは
なく、表層で考える傾向が強く
なっています。こういう時代だ
からこそ、アインシュタインを
見習い、基礎から積み上げて
真理を探求する科学の大切さ
を訴えなくてはと考えています」

子論はプランクが考えた「量子」
という概念の真の意味をとらえ
て量子力学の窓を開き、ブラウ
ン運動の理論は「分子」の実在
を示した。特殊相対性理論は、
マクスウェルの電磁気理論を
発展させたものだが、時間と空
間についての概念を変革した。
いずれも、その後の物理学の
方向を決定づけた偉大な理論
である。
　「たった半年の間にこの3つ
の理論を発表したことは、まさ
に奇跡です」と並木雅俊高千穂
大学教授(日本委員会運営副委
員長)はいう。「しかも彼は特許
局の職員で、研究職には就い
ていなかった。真理を探究した
いという科学への情熱が、すば

「春のイベント」で講演を行った3人のノーベル物理学賞受賞者。左からJ. フリードマン（1990年）、S. チュー
（1997年）、楊振寧（1957年）の各氏。

被爆体験と創作について語る日本画家の平山郁夫東
京藝術大学学長。
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ました。一流の研究者は気配りもす
ばらしいんです。一方で、社会と科
学の間の溝が深く、それを埋める具
体策がないということも感じました。
将来は、両者をつなぐことで科学の
進歩に貢献できるような仕事に就き
たい」と、感想を語ってくれた。
　「春のイベント」では、この鹿野君
をはじめ、多くの大学生が受付、同
時通訳機器の貸出などの仕事に走り
回っていた。この他の行事でも、多
くの若者が運営を手伝っているとい
う。彼らは、身をもって科学と社会
をつなぐ活動のたいへんさを知るこ
とだろう。

「科学の雄」としての誇りを
　23日の午後には、「自然の美から考
える21世紀の科学」と題したシンポ
ジウムが行われた。平山郁夫東京藝

か、春休みには、物理学者が小中高
生といっしょに実験を行う「めざせ!
未来のアインシュタイン」（下の囲み
参照）や、高校生が自由研究の成果を
競う「日本物理学会Jr.セッション」が
開かれた。夏休みには高校生による
物理学のコンテスト「物理チャレンジ
2005」も予定されている。
　国際的にも、1月にパリのユネスコ

（国連教育科学文化機関）本部で行わ
れた世界物理年の開始イベントには、
70ヵ国から600人もの若者が招待さ
れ、3日間にわたってノーベル賞受賞
者などの講演を聞いたり、交流パー
ティーに出席したりした。
　日本から参加した5人の大学生の
うちの1人、東京工業大学の鹿野豊
君は「ノーベル賞受賞者は雲の上の
人だと思っていたが、僕らのような
学生の質問にもちゃんと答えてくれ

　日本委員会運営委員長の北原和夫
国際基督教大学教授によれば、こう
した宣言を行ったのは世界の中でも
おそらく日本だけだという。環境や
教育といった問題に学界が十分に取
り組んでこなかったという反省に基
づき、「科学と技術に携わる者が責任
と使命を再認識し、知性と倫理性に
基づいて科学技術を発展させていく」

（北原教授）という決意と、「だからこ
そ、科学技術の仕事にはやりがいと
喜びがあると若い人たちに伝えたい」

（運営委員の榊裕之東京大学教授）と
いう願いを込めた。

行事の主役は若者たち
　宣言の理念を反映して、実際の活
動も若者を意識したものが多い。翌
24日には高校生以上を対象にノーベ
ル賞受賞者の講演会が行われたほ

　3月21、22日の2日間、科学技術館で「めざせ!未来のアインシュ
タイン」というイベントが開かれた。「研究者との出会いから学ぶ
物理の最前線」という副題通り、研究者が子供たちを相手に実
験、工作、トークなどを行うもので、参加者は保護者を含めて
5000人にも上った。
　上智大学理工学部共同研究員の石川和枝さんは、子供たちと
いっしょにホログラムを作った。乾板を通して被写体にレーザー

子供たちにもっと実験を

光をあて、この光と被写体からの散乱光の干渉縞を乾板に記録
する。この乾板を現像して眺めると、被写体の3次元像が浮か
び上がる。長年、光学系の学生実験の面倒を見てきた石川さん
ならではの実験である。
　「誰かがやってみせるのではなく、子供たちが実際に手を動か
すことが大切なのです」と石川さんはいう。ただし、それだけで
は終わらせず、「原理もわかってほしかったので、マイケルソン
の干渉計を組んで干渉縞のでき方を説明しました。子供たちに
は難しかったかもしれませんが、疑問をもちつつ帰ることもま
た大切だと思っています」。
　実験にあたっては、「自然科学に親しむ会」の石井勝三郎、小
林擴、佐竹昇の三氏の全面的協力を得たほか、東京大学生産技
術研究所の岡野達雄教授や千葉大学工学部の酒井朋子さんの協
力も仰いだ。また、振動を嫌う光学機器をきちんと設置するため、
石川さんは現場でずいぶん苦労したそうだ。「実験をさせたい」と
口にするのは簡単だが、実行は簡単ではない。ホログラムの撮影と、乾板の後処理のようす。

今後のおもな行事
イベント名

新作能「一石仙人」

世界物理年「夏休みイベント」

物理チャレンジ2005

世界物理年「秋のイベント」

仁科芳雄と原子物理学のあけぼの（仮）

時期

7月4日

7月28日～8月2日

8月12日～15日

10月15日

11月12日～12月18日

場所

新宿区立新宿文化センター

科学技術館

岡山県青少年教育センター閑谷学校

タワーホール船堀（東京）

国立科学博物館

概要

多田富雄氏によるアインシュタインをテーマにした能。

「青少年のための科学の祭典」において、世界物理年の活動を展開。
サイエンストーク、科学相談コーナーなど。

高校生による物理学のコンテスト。

「活かす技術、究める物理－人と地球の未来のために－」（仮）と題し、
特別講演、特別展示、学生と研究者の対話セミナーを予定。

仁科芳雄を中心に、日本の物理学の黎明期を創った
物理学者にまつわる展示。
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術大学学長が広島での被爆体験と創
作活動について語った後、木下修一
大阪大学教授が青く輝くモルフォ蝶
の翅

はね

の光沢を再現した研究を紹介し
た。次いで、ガリレオ工房のメンバー

がプリズムの実験を演示し、最後に、
科学と芸術をめぐってパネルトーク
が行われた（上の囲み参照）。
　会場は終日ほぼ満席で、聞き応え
も十分だったが、物理学がどこへ行

こうとしているのかはなかなか見え
てこない。その疑問を、イベント終
了後に有馬会長にぶつけてみた。「こ
れからの物理でいちばんおもしろい
のは、複雑系の科学だと思います。
カオスやフラクタルとか、生命とも
関係の深い非可逆過程といった現象
が含まれており、『時間が逆行できな
いのはなぜか』といった直感に訴える
問題もたくさんある。解くのは簡単
ではないが、若い人にどんどん取り
組んでもらいたいな」
　物理学者の傲慢かもしれないが
と断りつつも、生物学の発展を支え
るのも物理学だという自負がのぞく。
若者がこの誇り高さを受け継いでい
けるかどうかに、物理学の未来はか
かっているという気がした。
 （サイエンスライター　青山聖子）

　「春のイベント」では、「科学と藝術の出会い－虹の彼方へ－」と
題したパネルトークが行われた。5人のパネリストが、科学と芸
術の共通性と相違や、両者が互いに影響を与えうるかなどにつ
いてそれぞれの立場から発言した。
　このパネルトークの仕掛け人である永山國昭自然科学研究機
構教授は、ロレアル「色の科学と芸術賞」の選考委員を長く務め、
科学と芸術を結びつける運動をしてきた。「私自身は、自然を『わ
かる』のが科学で、『感じる』のが芸術ではないかと思っています。
どちらも自然の美しさを相手にしている点で共通性はある。し
かし、科学のように万人がわかるという普遍性が芸術にあるか
どうかと考えると、両者の接点がどこにあるのかわからなくな
るのです」

科学と芸術の接点を探る

　だからこそ、あえて両者をぶつけることで問題提起をし、新
たなフィールドを生み出す引き金にしたかったのだという。他
のパネリストからは、「日本のデザインは社会と科学技術を結ぶ
力をもっている」（船曳氏）、「科学技術に支えられた世の中では
シンプルな感動が生まれにくくなる」（田淵氏）、「科学の対象は
単純なものから複雑なものへと変わりつつあり、芸術に学ぶ点
も多い」（小平氏）などの意見があった。議論は沸騰するまでに
は至らなかったが、啓発的であった。 
　永山教授の専門は電子顕微鏡で「新しい顕微鏡を作って、今
まで見えなかったものを見たとき感動する」という。その感動は、
登山などで自然美に触れたときに生まれる心の動きと同じもの
だそうだ。

左から、村上陽一郎国際基督教大学教授（司会者）、船曳鴻紅（ふなびきこう
こう）東京デザインセンター代表取締役、野本陽代宇宙開発委員会委員、永

山國昭自然科学研究機構教授、田淵俊夫東京藝術大学教授、小平桂一総合
研究大学院大学学長。

モルフォ蝶の美しい翅の秘密を語る木下修一大阪大学教授。
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「夢の結晶」を商品に
ゆたかな生活時間を生み出すパーソナルロボット
ここ数年来、世は空前のロボット・ブームにわいている。
しかし、ロボット産業はまだ誕生したばかり。その可能性は未知数だ。
そんなロボット業界にあって、ユニークな事業展開で異彩を放つベンチャー企業を紹介しよう。

　「愛・地球博」でSFや映画の世界
から飛び出してきたような最新ロ
ボットたちが人気を競っている。中
でも人々の夢とロマンをかき立てて
いるのが、人とのコミュニケーショ
ン能力をもち、二足歩行するヒュー
マノイド（人型）ロボットである。その
ヒューマノイドで時代を画する成果
として知られるのが「PINO（ピノ）」
というロボットだ（写真）。
　PINOはJSTの大規模な先端研究
を支援するプロジェクトから2000年
に生み出された。歌手 宇多田ヒカル
さんのプロモーションビデオに登場
したり、日本科学未来館にマスコッ
トとして展示されたりしたので、ご
存知の方も多いだろう。ピノキオを
モチーフにしたそのデザインは“ロ
ボットデザイン”という新ジャンルを
創造し、パーソナルロボット研究の
大きな指標となっている。このPINO
の研究成果を普及展開することから
スタートを切ったのが株式会社ゼッ
トエムピー（ZMP）だ。

感動を与えたいと
IT業界から転身・起業
　谷口 恒（ひさし）社長は「まずPINO
を見て惚れ込んでしまったのが起業
のきっかけでした」とZMP社の創業
当時を振り返る。谷口氏は、自動車
の制御機器メーカーでブレーキ機構
の設計に従事した後、ハイテク商社

に転じて固体レーザーのマーケティ
ングを担当。画像処理から通信、核
融合まで幅広い先端研究の分野で用
途開発に当たった。その後、インター
ネットのコンテンツに関する仕組み
を独自に開発して特許を取得した。
　知人を介してPINOと出会ったの
は、ちょうどそのころだった。「初め
て見たPINOはとても可愛くておしゃ
れでした。これは面白そうだ。夢
がパーッと広がりました。インター
ネットはバーチャルな世界でどうし
ても実感が伴わない。その点ロボッ
トは目に見える形として提案ができ
る。アートやファッションと融合させ
て、人々に感動を与えたいと思った
のです」（谷口氏）。決断は速かった。
2001年1月に創業。当初から人間と
の共生をめざすパーソナルロボット
の開発を目標とした。それはブレー
キの設計から始まり、先端技術の幅
広いバックグラウンド、IT&インター
ネット技術と、谷口氏のそれまでの
キャリアの集大成でもあった。

PINO ver.2を自社開発
新規事業に打って出る
　ZMP社の創業当時、ロボット研究
の主流は産業用ロボットからパーソ
ナルロボットへシフトしつつあった。
部品やセンサー、プロセッサーなど
が進化して小型ロボットを安価に作
れる環境が整い始めたことが背景に
ある。そこで谷口氏は技術移転を受
けたPINOをヒューマノイドロボット
の研究用プラットフォームとして大
学・研究所などに提案・販売する一
方、国内外の各種のイベントやロボッ
ト展にPINOを積極的に出品し、人
間共生型ロボットの普及促進と同時

Venture

連載 大学発ベンチャー②

ヒューマノイドロボット「PINO（ピノ）」
JSTの戦略的創造研究推進事業（ERATO）北野共生シ
ステムプロジェクトにより開発されたヒューマノイドロ
ボット。全長70cm、重量4.5kg。人工知能プログラム
により、26個のサーボモーターと7個のセンサーを同
時にコントロールする。ロボットデザイナー松井龍哉
氏により、ピノキオをモチーフにしてデザインされ、「ロ
ボットデザイン」という新領域を創造した。
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にマーケットニーズを探った。
　「創業して2年間、イベントやライ
センスビジネスも好調で、確実に黒
字を出しつつ、経営基盤を固めてい
きました。そこで2003年頃になって
肌身で感じてきたマーケットニーズ
をもとにPINOの改良に取り組みま
した」（谷口氏）。関節を駆動する専
用モーターやギア、センサー、CPU
ボードなど、全体最適をめざすには
すべてを一からオリジナルで開発す
るしかなかった。苦労した結果、外
装デザインはそのまま内部を一新し
たPINOバージョン2の教材（プラッ
トフォーム）を完成させた。自動車
の制御で標準化が進んでいるCAN

（Controller Area Network）を 体 内
LANに採用し、ZMP独自の分散リ
アルタイム制御システムを実装する
という。この開発で培った技術の蓄
積をベースに、大手ベンチャーキャ
ピタルの支援も得て同社の新しい事
業展開が始まった。
　「まず、PINOバージョン2の脚部
をベースに歩行制御のアルゴリズム
の教育・研究用にe-nuvo（イーヌー
ボー）というプラットフォームを芝浦

工業大学の水川教授と共
同で開発しました。1年かけ
て240ページの教科書も作りま
した。これを2004年3月に発売
したところ、まさに口コミで噂が広
がり、国立大学から工業高校までこ
の1年間で100台以上を納入しました。
ロボットの基礎から楽しく学べると
いうことで国内だけでなく海外の教
育機関からも引き合いがあります」

（谷口氏）。ロボット動作のプログラ
ミングにはお国柄が出るという。メ
キシコの学校の生徒たちがプログラ
ムしたe-nuvoは中南米風の腰つきで
踊った。ロボットを通じた学術の国
際交流である。

いつもそばにいる秘書役にも
　最先端のテクノロジーとニーズの
接点、それに独自のロボットデザイ
ン、これらを統合してついに「nuvo

（ヌーボー）」が完成し、2005年4月量
産出荷を迎えた（写真）。高さは39cm
とPINOの約半分。世界初の家庭向
けヒューマノイドロボットだ。見た
目にも美しいnuvoは家庭での使用を
前提に、安全性と高い運動性能を両

て起きあがりこぼしのように体勢を
立て直す。多数の音声コマンドを認
識する。無線LANでインターネット
に接続。目には遠隔操作できるデジ
タルカメラを内蔵しており、外出先
から携帯電話で留守中の室内を確認
することができる。TVやマスコミな
どでも大きく取り上げられた。
　谷口氏の夢の結晶ともいうべき
nuvoは、しかし、パーソナルロボッ
トの第一歩だという。「一緒にいて可
愛くて楽しいだけでなく、より快適な
ライフスタイルを提案していきたい。
そのためにまず留守番機能を搭載し
ましたが、生活の中でもっとも大切
なことのひとつに時間の有効利用と
いうことがあります。時間の価値を
より高めるためにパーソナルロボッ
トを役立てていただきたい。当面は
毎日の予定や記念日など自分の大切
な出来事を、楽しく、便利に、効率
よくコミュニケーションするPIM（個
人情報管理）的な機能を搭載する予
定です」。
　パーソナルロボットで何を実現す
べきかは大変難しい問題だ。しかし、
いつもユーザーのそばにいて秘書の
ように時間管理をしたり、情報を検
索したり取り出したりできる高度な
情報端末へ進化していけば、ロボッ
トはいつのまにか生活になくてはな
らないものになるかもしれない。
 （サイエンスライター　才目謙二）

9家庭用人型二足歩行ロボット「nuvo（ヌー
ボー）」　　全長39cm、重量2.5kg。バッテリー
で通常使用時に約1.5時間稼働。歩行、転倒時の起
きあがり、全身15関節を使った様々な魅力的な動
作が可能。室内では専用リモコンおよび音声で簡単
に操作できる。また無線LANでネットワーク接続
されており、外出先から携帯電話での遠隔操作によ
り留守番役として利用できる。nuvo上で稼働する
PIM（個人情報管理）アプリケーションを開発中で、
このソフトにより利用者が携帯電話で入力したスケ
ジュールやメールの着信などを、nuvoに話しかける
ことで教えてくれるようになる。移動ができ音声認識
が可能なパーソナルロボットならではの利用方法だ。

nuvo Japanism　　
日本の伝統工芸である漆、金箔を
あしらって金沢の蒔絵を施した豪
華なnuvo。これも、ロボットとい
うハイテク機器と工芸品との融合
という新たな価値の提案である。

立させた巧みな機構と
なっている。脚力は強
く、素早くなめらかに
歩く。仰向けやうつ伏
せの姿勢から腕を使っ
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日本科学未来館で恋を語ろう
緑の風のなか、特別企画展「恋愛物語展」が開かれているお台場の日本科学未来館には、
連れだってやって来たカップルの姿が目につく。

　青い空が広がる休日の午後、ガー
ルフレンドを誘って出かける約束が
できた……としよう。どこへ行こう
か。少しばかり甘く、しかし甘すぎ
ずに、新しい話題もほしいが、自然
も味わいたい。
　そんな時、「ゆりかもめ」に乗ってト
ウキョウ・ベイエリアに出かけよう。
海と空、レインボーブリッジと高層
ビルの景観を楽しみながら、目ざす
は日本科学未来館だ。緑と水、そし
て自然石の組み合わせがさわやかな
アプローチの先に、ガラスパネルで
構成されたコンテンポラリーな建造
物が姿を現わす。
　初夏から盛夏にかけて、ここで「恋
愛物語展─どうしてひとりではいら
れないの？」が開催中だ。

恋する生命たちの生態と戦略
　「科学館というと子供が学びに行く
ところだと思ってはいませんか。大
人の皆さんにこそ楽しんでいただき

たいんです」と呼びかけるのは、恋愛
物語展の企画を担当したキューレー
ターの内田まほろさん。ゴールデン
ウィーク前から始まったこの企画展
では、ゆっくりと展示や空間を味わ
いながら語り合うカップルの姿が目
につく。
　天井から床に届く白い紗のカー
テンで仕切られたルートをたどると、
柔らかい光のなかに「恋する生命体の
物語」が展開する。
　世の中しょせんは男と女かと思
うと、そうでない生き物たちもいる。
環境の温度によって性が変わるもの、
身体の大きさによって集団のなかで
オスがメスに変わるもの。性別が２
種類ではない生物さえいる。
　そもそも、生命を受け継いでいく
ために、異なる遺伝子をもつ自分以
外の存在を必要とするようになった
のはなぜなのだろう。別の性と出会
うことで、自分自身とは違う遺伝子
をもつ次世代を残すようになった生

Exhibition

「恋愛物語展」は8月15日（月）まで開催中。
休館日は火曜日（ただし夏休み期間中は
開館）。10：00～17：00（入館16：30まで）。
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物たちは、ではどうやってパートナー
を見つけるか。そのための手のこん
だ誘惑。経済力、美しさ、能力を精いっ
ぱい誇示して相手の心を得ようとす
るオスたち。
　男がダイヤモンドを贈るのもス
ポーツに励むのも、女が化粧し装う
のも、そうかみんな遺伝子のなせる
わざ？と思えば少々ほろ苦い。
　だが、そこはホモ・サピエンス。
恋は命を継承するための遺伝子の戦
略、というだけでは片づかない面が
いくらもある。子を生み育てることを
終えたのちも、恋は決して消滅しない。
　知識や文化を担い、家族や周囲
の人々を見守る祖父母の存在が、種
全体の繁栄をもたらしている、とす
る人類進化上の仮説がある。「おばあ
ちゃん効果」と呼ばれるこの現象は、
もちろん人間ならではの愛の効果だ。
年長者の割合の高さこそ人類繁栄の
指標と、人類学者は考える。
　細胞の中にいるような薄い膜に
そって歩めば、やがて「恋する人の物
語」に導かれる。
　恋はまた、言葉を交わすこと。自
らを相手に知らしめ、また相手を知
るために、人類は数万年このかた言
葉を紡ぎ続けてきた。恋愛の歴史は
言葉の歴史に重なる。恋は命をつ
なぐばかりでなく、文化も継承して

きた。詩歌を詠
よ

み、文
ふみ

を交わした時
代から、いま私たちはどんな方法で
パートナーに愛を伝えているのだろ
う。パソコンとケイタイは、愛の言
葉の歴史を大きく変えつつあるのか
もしれない。

デザインと科学の
コラボレーション
　最後に広がる空間は白の際だつラ
ウンジ仕立て。広い円テーブルと低
いソファ、ふたりで腰をおろして肌
を触れあうと電流が通い音が流れる
ラブチェアー、恋占いのできるバー
カウンターもある。
　心地よいインテリアでくつろぎな
がら、語らいを楽しもう。そこでは、
性にまつわるさまざまの難問もふた
りを待ち受ける。
　たとえば、パートナーなしで子供

を残せるのか、同性どうしで子供が
生まれるか……。事実、ふたつの性
による生殖の概念を変えるいくつか
の動物実験が成功している。親羊
の体細胞からドリーを誕生させたク
ローン技術は、ウシやマウスなどほ
かの哺乳類でも実現しはじめた。マ
ウスのひとつだけの性から子を得た
科学者の試みもある。高度な技術を
駆使して、わずかな確率で哺乳類の
単為生殖が成就した。
　こうしてみると、特別な二人が出
会い子孫や文化を残していくことは、
入り組んだ必然とたくさんの偶然の
はざまで成り立つなんと不思議な出
来事か。「恋愛に対して新しい見方が
得られた、あらためて自分を考え直
した、他人に対する見方が変わった、
といった感想をたくさんいただいて
います」。内田さんは来館者のアン
ケートの回答に大いに手応えを感じ
ている。「恋人とはじめて未来館に来
ました、というお答えも多いんです」
　ラウンジでは、5月から7月にかけ
て、恋愛をキーワードに科学者やク
リエイターが語りかける催しが企画
されている。空間デザインと科学の
コラボレーション（共同作業）が生み
出す刺激と心地よさを日本科学未来
館で味わってみよう。
 （サイエンスライター　古郡悦子）

アホウドリの求愛ダンス

カタツムリは雌雄同体。だが、貝の巻き方が違うと
生殖器の部位が異なり、出会いは無駄に。

群をつくるカクレクマノミでは、群からメスがいなくなるとオスが性転換してメスに、未成熟だった個体のう
ち一番大きいものがオスになる。
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診断支援システム
診断情報を医療資源として活用し、医療の質と安全性を高めようとする試みがなされている。
臨床情報をデータベース化して解析し、医師の判断や、患者への詳細な説明の材料にしようというのだ。
開発を手がけた東大病院では、この春から循環器内科での試験運用が、一部始まっている。M

edical Inform
ation

験運用が始まった。今のところ、対
象としているのは入院患者のみで、
4000～5000人のデータが入力済み
だという。入力画面では、検査・投
薬などのデータ、入院・外来・発作
などのイベント記録が、患者ごとに
600項目にわたって入力できるように
なっており、一人の患者のデータが
歴史年表形式の時系列で閲覧できる。
　医師の手で入力された情報はデー
タベース化され、その中から特定の
情報を抽出して解析するデータ・マ
イニングが行えるようになっている。
その結果、たとえば心不全の兆候な
どを、集団の傾向として情報化する
ことが可能になる。
　こうしたシステムは、手書きのカ
ルテを電子媒体で記録するだけの「い
わゆる電子カルテ」とは全く異なる。

「より効果的に、より安全に医療を行
うための判断支援システムだと考え
ていただきたい」。林博士がそうコメ
ントするように、医師にとって単なる
記録にとどまらず、診断や治療の有
力な判断材料になることが期待され
る。画面上には「判断支援」と表示さ
れたアイコンもあり、現状のままで

　「健康診断で要治療といわれたが、
自覚症状はない。なのに、なぜ痛い
血液検査や厳しい食事制限を続けな
ければならないのか」。糖尿病、高血
圧などの患者の多くが、そのような
疑問を感じている。生活習慣病の患
者は途中で勝手に治療をやめてしま
いがちで、「まずいと思ったときは手
遅れ」ということにもなりかねない。
　「私たちが開発した診療ナビゲー
ション・システム（以下、診療ナビ）は、
そのような患者さんに、今のままだ
と予後がどうなるのか、治療を続け
た場合はどうか、といった将来像を、
科学的根拠に基づいたデータとして
見せることができます」。そう話すの
は、東京大学大学院医学系研究科助
教授で循環器内科が専門の林同文博
士。1999年、患者の臨床情報をデー
タベース化し、それを医療資源とし
て有効活用する研究を、現東大医学
部附属病院院長・循環器内科教授の
永井良三博士とともに始めた。

入力情報を判断材料に
　6年を経た2005年3月、東大病院
循環器内科の一部で、診療ナビの試

医療支援ナビゲーション・
システムの位置づけ
患者の臨床情報を集約して分
析し、診療の場で活用する。
将来は、大学病院から個人ク
リニックまで、あらゆる規模の
医療機関をネットワークでつ
なぎ、有効で安全性の高い医
療サービスを提供することを
目標としている。

大病院

地域中核病院

国民

クリニック

診療ナビゲーション
システム

日常・入院・外来通院の
時系列データ管理・分析

治療成績の評価

副作用情報の評価

日々の
診療情報

診療情報を
共有・連携

疾患の状態を
分かりやすく
提示

ニーズ：自己の疾患の
状態を理解した上での
受療
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原子力研究所が中心となり立ち上げ、
それをJSTが2003年に引き継いだ。
このプログラムは安全性に係わる社
会技術の開発を進めるトップダウン
式のミッションで、原子力や交通な
どの個別分野研究と、法学・心理学
等の領域横断的な研究の両方が設け
られているのが特徴。林博士らのプ
ロジェクトは、5年目の2005年をもっ
て終了となる予定だ。

厳密なセキュリティーが必要
　2005年4月に施行された「個人情報
保護法」を受け、あらゆる個人情報が
厳密に管理されるようになりつつあ
る。プライバシー性の高い患者情報
については、さらに厳密な管理が求
められることになる。
　「私たちのシステムには、ICカード、
専用ID、パスワードがなければアク
セスできません。院内の特定医師だ
けで共有される情報は、個人を特定
できない集団情報の解析結果のみで、
東大病院内のイントラネット内にあ
り、インターネットではいっさい見る
ことができません」と林博士。
　東大病院は早い段階から、遺伝子
などの患者情報の管理を徹底してき
た。遺伝子情報と患者個人を結びつ

いた場合の将来の発作リスクや、薬
の副作用の可能性などを百分率で表
示させることも可能だ。

社会全体への貢献も大きい
　一方、疾患名や薬剤、追跡期間な
どを調整することにより、臨床試験
的な解析も可能だ。新薬の開発では、
多くの被験者を対象に、薬の効果
や副作用が検証されるが、そのため
には莫大な費用と人材、時間、労力
が必要とされる。「診療ナビでは、同
じ疾患の患者さん集団において、薬
剤の服用開始時期を調整することで、
疫学的な研究をすることも可能です」。
　これまでの解析で、糖尿病では閉
経後の女性の予後が悪いことなどが
わかってきた。「データ・マイニング
によって、医師たちが経験に基づい
て感じていたことが、科学的な根拠
をもつ数字で浮かび上がってきてい
ます」と話す林博士。今後は、男性、
女性、閉経後の女性に分けた診療が
必要だと感じている。
　糖尿病や動脈硬化などは「メタボ
リック・シンドローム」と呼ばれ、脂
肪や糖の代謝能力に左右される。代
謝能力には個人差があり、個人差は
さまざまな遺伝子のわずかな変異に
よって引き起こされる。「例えば、動
脈硬化では、ホモシスチン代謝酵素
遺伝子が関連していることが知られ
ています。その遺伝的な多型を調べ
ることで、動脈硬化が将来どの程度
進むかがわかり、進みやすい体質で
あっても、あるサプリメントを飲むこ
とで予防できることがわかってきま
した」と林博士。得られた効果をデー
タとしてフィードバックすれば、シス
テムの精度もさらに高まる。
　診療ナビは、社会への貢献という
点でもメリットが大きい。医師が最
適な判断を下せれば、医療の質と安
全が確保され、無駄な検査や投薬が
減って医療費の節約にもつながる。
　そもそも、林博士らの研究は、「ミッ
ション・プログラム『安全性に係わ
る社会問題解決のための知識体系の
構築』」の一プロジェクトとして日本

ける個人識別情報は、関係者以外の
「独立した部署」が管理している。そ
れでも林博士は、「さらに、より厳密
な指紋認証なども導入すべきでしょ
う」とコメントする。

目標は予防医療の実現
　意外なことに、こうした診療ナビ
に類似するシステムは、欧米にはない。

「国民皆保険、誰でも受診できる日本
の医療制度だからこそ、可能だった
と考えられます」と話す林博士は、今
後は、少しずつ提携病院を増やして
ネットワーク化をはかり、全国どこ
ででも利用できるシステムに育てた
いと考えている。最近では、がんな
どの他領域についても検討し始めて
いるというが、「将来は健康診断の情
報を集約して、治療ではなく予防の
ための診療ナビにしたい」との抱負を
持っている。
　2003年度の日本の総医療費は30兆
円にも上り、まさに破綻寸前だ。医
療が治療から予防へとシフトすれば、
国も患者も楽になるだろう。診療ナ
ビへの過度の依存は禁物だが、判断
支援の一つのツールとして活用され
ることが期待される。
 （サイエンスライター　西村尚子）

入力画面の例
循環器内科を網羅する
600にわたる項目が、患
者ごとに時系列で閲覧で
きるようになっている。
画面上のアイコン操作で
診断支援情報などの詳細
情報を表示させることが
できる。

解析結果の例
臨床データ解析の結果、
病態を示すさまざまな傾
向を集団情報として得る
ことができる。たとえば
この図では、糖尿病の血
糖平均値の指標となる血
中HbA1c（ヘモグロビン
A1c）の値と動脈硬化の
度合いの相関傾向が一目
でわかる。こうした解析
結果は患者への説明に活
用できる。

診断支援情報
冠動脈再狭窄リスク：80％以上
ACE阻害薬の副作用リスク：
40～50％

患者の遺伝子情
報、臨床情報に基
づき、合致する知
識（ルール）を提示

診断支援知識DB

データマイニング結果をDB化

動脈硬化指数1.2

1.0

HbA1c値

虚血性心疾患：無虚血性心疾患：有

糖尿病のコントロール状況
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工作でウォーミングアップ
　「この方眼紙で箱を組み立ててく
ださい」と、いきなり紙を手渡された。
ハサミやテープなどの道具が、大き
な実験机の中央に用意されている。
子供たちと並んで席につき、筆者も
紙工作に取りかかった。
　「理科大好きボランティア」による
科学実験教室が開かれると聞き、会
場である川崎市青少年科学館を訪れ
たのだった。地域の子供たちを対象
に、「科学の楽しさを知ってもらいた
い」と実験を企画し、自ら講師を務め
るのは、川崎市在住の網倉聖子さん。
今日のテーマは「光で遊ぼう」である。
　まずは不思議な箱づくりから始
まった。方眼紙を箱の展開図の形に
切り取る。次に折れ目を入れる。周
囲の様子をうかがうと、キリのような
道具で折れ目の筋をつけている。先
に終わった子供から道具を貸しても

らい、同じように筋をつけた。
　パンチで箱の1つの面に、のぞき
穴を開け、その穴に透明なシートを
はる。網倉さんが、「特別な仕掛けの
あるシートだから、表面を手で汚さ
ないようにね」と注意。「この箱で、何
ができるの?」「カメラ?」と子供たち
がたずねても、「何ができるのかなぁ、
まだ内緒」と笑って、網倉さんは教え
ない。
　箱の別な面にカッターでスリット
を開けてから、箱の形に組み立て
て、できあがりだ。箱のスリットを
蛍光灯に向けて、のぞき穴をのぞく
と、スリットから入ってきた光のスペ
クトル（色の帯）が見えた。透明なシー
トには細かい溝が刻まれていて、分
光器の働きをしているらしい。
　「虹が見える」「きれい」という声が
あがる。「何にも見えない」という子も
いた。シートをはるときのテープが

Literacy

理科大好きボランティア

おもしろさを伝えたくて
2年前に始まったJSTの「理科大好きボランティア」支援。
地域で科学教室や観察会などを開いている人たちを支えようというものだ。
「楽しい実験は、理科好きへのきっかけづくり」をモットーに、
川崎市の子供たちに向けて実験教室を開催しているボランティアを訪ねた。

理科・科学技術ボランティアを応援する
JSTの事業。2003年度にスタート。地域
の子供たちや一般の人々を対象にした科
学教室、実験教室、自然観察会などを開
催するための必要経費として1計画10万
円を上限に支援。また、設定したテーマ
に沿って５回程度以上のイベントや実験
教室を系統立てて計画し、実行する場合
は50万円まで支援。

*理科大好きボランティア

科学技術週間の行事として開かれた実験教室。テーマは「重力で遊ぼう」。風船をふくらませたときとそうでな
いときとで、落下速度の違いを考える。
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大きすぎて、のぞき穴をふさいでし
まったらしい。「テープを小さくすれ
ばいい」という友達の言葉で失敗に気
づき、やり直すことができた。

きっかけづくりのボランティア
　網倉さんは語る。「教え方はいろい
ろあるでしょうが、私は、実験のお
もしろさや楽しさ、あるいは不思議
だと思う感覚を育てたいと思ってい
ます」。
　箱づくりのほかにも、色セロファ
ン紙を通して光を見たり、白い紙の
上に置いた色紙を凝視したりと、さ
まざまな実験が行われたが、その都
度、光の性質についての簡単な説明
があっただけだ。網倉さんは、背景
となる理論について、踏み込んだ説
明をあえてしていない。
　「興味をもつことは、もっと知りた
いと思うステップへの土台となりま
す。知りたいという欲求が生まれた
ときに、そのタイミングに合わせて
知識が得られれば、学ぶ楽しさにつ
ながっていくと思います」。その大切
な「きっかけづくり」が私の役割です
と、網倉さんは説明してくれた。
　「身近な素材を用いて実験をするこ
とも重視しています」とも言う。「日常
生活や遊びの中に科学を発見できれ
ば、子供の興味が増すからです」。

　網倉さんは、中学生と高校生の子
供の母親でもある。大学で化学を学
んだ経験を生かし、「わが子には、台
所で、実験の楽しさを教えてきまし
た」。その後、学童保育などで教える
機会をもったが、本格的に科学実験
教室を開くようになったのは、2年前
の「理科大好きボランティア」への応
募がきっかけとなった。現在は、学
童保育や子供会ばかりでなく，不登
校の小中学生にも毎月1回の割合で
実験教室を開いている。

教師と手をたずさえて
　神奈川県立厚木高等学校の物理科
教師、水上慶文先生は、「理科大好き
ボランティア」のモデルとなった「サ
イエンスレンジャー」制度のころから、
科学実験の講師としてさまざまな活
動に参加してきたベテランだ。現在
も、「理科大好きボランティア」の研修
会などで、実験を披露している。水
上先生は、「現代の子供たちにとって、
実験や観察は、体験を積む場として
非常に貴重なのです」と強調する。子
供たちが、野山で遊んだり、工夫し
て物をつくったりするという機会は、
大きく失われてしまっている。そこ
で、実験や観察で目や手を使い、考え、
相談し合うといった体験は、今の子
供たちにとって、とても重要なのだ。

　それは「理科大好きボランティア」
の講師にとっても同様で，講師のた
めの研修会がJSTの主催で開かれて
いる。参加者は、全員が実験を実演
する。互いに技術を磨き合う場であ
るとともに、講師の意欲を高める機
会でもある。「すばらしく努力されて
いる講師から、刺激を受けます」と水
上さん。
　水上さんは、さらに夢を語る。「将
来的には、学校の先生方とボランティ
アの講師との交流を増やしたい」。小
学校のPTA行事に呼ばれて実験教
室を開いたときなどに、若い教師か
らいろいろと質問を受けることがあ
るそうだ。熱心であっても経験が不
足しがちであったり、他教科や子供
たちの指導で理科実験の研究ができ
なかったりする先生方に、ぜひ見て
もらいたいと言う。そしてまた、子
供たちが理科実験に目を輝かせて、
おもしろそうにしている様子を、ぜ
ひその目で見てほしいとも言う。そ
れを見て、自分も授業でやってみた
いと取り入れるようになった教師も
いるからと。
　今、学校の授業で忙しい水上さん
は、またいつか「理科大好きボラン
ティア」として実験する日を楽しみに
思い描いている。
 （サイエンスライター　藤川良子）

同じく「重力で遊ぼう」より。小学1～２年生には、保護者の同伴をお願いしている。左上の写真は、重心の位
置とブランコの動きを見る実験。左下と上は、磁石の上のコイルが電流により跳ねることを見る実験。
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5月号では心の糧である茶道関連を紹介したが、今回は専門分野のリスク心
理学を中心にした。JR西日本の事故は衝撃的だが、工学のみならず心理学・
社会学の要素を入れて分析し、予防をはかるのは、まさに私たちの仕事である。

が選ぶ 岡本 浩一（おかもと・こういち）/東洋英和女学院大学教
授。専門はリスク心理学。産業の安全性を高めるJSTの
プロジェクト「社会技術研究システム・社会心理学研究グ
ループ」のリーダーとして、産業事故や事件を分析、原因
の追究と対策の構築を行なう。裏千家巡回講師。将棋4段。

Profile

Book
人間の善性と悪性を考える
ドイツ人実業家シンドラーは、
安い労働力として大量のユダ
ヤ人を雇うが、それが強制収
容所から救う道になった。贅
沢三昧をしながらも心が救済
に傾き、やがて巨万の富を使
って東奔西走するシンドラー
の姿に、「悪性」と「善性」のあざ
なえる人間の本質が見える。
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よい意思決定を導くものは?
「JCO臨界事故」「雪印ブラン
ド事件」など企業の事故や不
祥事を心理学を基に分析、誤
った決定の要因を明らかに
し、よい決定を導くにはどう
すべきかを追究した。JST「社
会技術研究システム・社会心
理学研究グループ」プロジェ
クトの第一作である。

リスク・マネジメントの心理学
岡本浩一・今野裕之 編著　新曜社　3675円（税込み）

6月の本・映像・展示
岡 本 浩 一

社会心理学誕生の背景
写真・遺品などが3フロアにわたり展示され、「ホロコー
ストの存在を見逃した連合国の責任」というコーナーも
ある。社会心理学はホロコーストの反省から誕生してお

United States 
Holocaust Memorial 
Museum
Washington, DC
http://www.ushmm.org/

シンドラーのリスト
DVD/VHS　ユニバーサル・ピクチャーズ・ジャパン他

Image

Exhibition国鉄改革を支えた静かな情熱
若手課長として巨額赤字と職
場荒廃に向き合った松田現
JR東日本会長とその仲間が、
左遷などの困難を乗り越え、
分割民営化を成し遂げる過程
が描かれる。改革の必要性を
痛感してから実現に至るまで
の長い年月を支えた「静かな
情熱」には頭が下がる。

なせばなる民営化JR東日本
松田昌士 編著　生産性出版　1470円（税込み）

「無責任」を系統的に分析
組織には必ず「無責任の構造」
の種が潜む。企業事故からそ
の形成・成長のメカニズムを
探り、病理を明らかにすると
同時に克服戦略も示した。こ
の本はJST「社会技術研究シ
ステム・社会心理学研究グル
ープ」プロジェクト誕生の一因
となっている。

無責任の構造
岡本浩一 著　PHP新書　693円（税込み）

千利休の遺作を凝視する
千利休は切腹に際して茶杓を2本削り、1杓を「泪

なみだ

」と銘し
て高弟の古田織部に与えた。織部はこれを位牌にして拝
んだといわれる。利休の罪死は秀吉の朝鮮出兵を止めよ
うとしたためだと私は考えている。それゆえ、難しい決
断や選択を迫られたときには、手元にある写しをじっく
りと眺めることにしている。

徳川美術館
名古屋市
http://www.tokugawa-art-
museum.jp/
「泪」の展示は
来年2月25日～3月5日

り、研究者としての原点
を正すために何年かに1
度は訪れている。


